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研究活動　　　　　　　　　　　　KtiJl究聖）研究活動を［展覧会の傘1山卜構成］・［著剖・［論文！・［翻訳］・［エ・セイ・！乍・蹄li説な≒∴
Research　A・tivities　　｝1馨1隷聾翠潔譜欝」巽製揺雛鮒翻｛糖職lli！繍ll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告であり、著作目録のようにあらゆる活動を網羅することを意図してはいない、た項目に絞りた？li
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　告もある1
大屋美那／Mina　OYA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他］
［展覧会企画・構成］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絵1由i修復報告のデーターベース化
「ウィンスロップ・コレクション」展、匡1立西洋『Xi術館、2002年91」14日一
12Jj8H
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幸福輝／Akira　KOFUKU
［著書］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［論文］
「ウィンスロップ・コレクション1展カタログ（共同編集）・国立ll可洋美術　　　　「消えたイタリアーブリューゲルのイタリア体験」「国、ンニ西洋）劉ll館研
館、2002年9月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　究紀要』No．7、pp，19－36
［作品解説など］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他の活動など］
1ζ1溜ツプ’コレクショ服カタ゜久作1～II榊N°sl・5・　6・　13・　14・ヤン・ブリューゲ・レ《Zブラハムとイサクのいる森林1典1景》（2・・搬
脇篇術館とウ・ンス゜・プ゜コレクシ・ンについて］　’A°］（新聞・9月1讐難騨・トシ良脇神話、物語」（2（）・・年1剛鰍・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の準備
［酬　　　　　　　　　1螺奔繍罐舗スクー。版醐仮）」の準1融劇、
ジェイムズ・クノー「エドワード・Wフォーブス、ポール・J．サックスとフ　　　　開催ア定）
オッグ）隻術館の起源」『ウィンスロップ・コレクション』展カタロ久PP．13一　　　ナショナル・ギャラリー（仮）管理運営委員
18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナショナル・ギヤラリー（仮）名称選考委員
ステファン・ウォロポジアン「美を求める眼：グレンヴィル・ウィンスロップ　　　美術史学会東支部常任委員
とそのヨーロッパ）ご術コレクション」『ウィンスロップ・コレクション』展力　　　　）こ術史学会東．支部3）j例会企lllli運営（3月22［1・国、1自♪鴫Dミ術館）
タロ久pp．19－36　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟り，いヒ近代美術館収集．委員
ジェイムズ・クノー「ウィンスロップのコレクションとフォッグ美術fifi」東　　　東京大学大学院人姓1：会研究科併任教授（2002イ図月一9J」）
Jl（新聞、9Jj28口（iTJI－1二IJ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慶堕iノ〈　2j！：文学部非マ｛；動講師（2002年4月一2003イr31」）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lll形ノく学入文学｛｝に非常勤講師（2002年8月）
」1戯寅など］
鼎：島区民教室『1　（9　ll　1：紀イギリス・フランス絵画～国、ltl西洋美術食官「ウ
ィンスロップ・コレクション1展を訪れて』・豊島区1㌔早社会教育会館・　　　〃【1藤lll1：樹／Naoki　SATO
2002｛1こ11J」15［、2911　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［論文／著作］
Lそ0）他の活動l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Der　Ort　des　wabi－zu　einer　Theorie　der　Haut　in　der　japanischen
スタンフォ＿ド大学付属）ミ術館．ド1崔シンポジウム参加、・New　Studies　　　Kunst，　Ubersetzt　von　Alexander　Hofmann，　in：Gesichte「de「Eaut・
・・A・gus・・R・di・・”・…be・4　－5・　2・・2　　　　隠illl；。舗lil蹴艦fl，りi麟i謄「糊1c1　Sat°
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ch．　Geissmar－Brandi，1．　Hijiya－Kirschnereit　und　Sat6　Naoki、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gesichter　der　Haut，　Nexus　57，　Stroemfeld／Nexus，　Frankfurt／
河ll公生／Kimio　KAWAGUCHI　　　　　　　　　　　　　　　　Basel，2002
［作II謄珊　　　　　　　　　　　　　　朧葡慈羽緩鱗義駕荊副購蔽ノ麗跨器蒔喬1嬬舜1
タピスリー展作lllII展示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pp．205－220
タピスリー7作ll旧最影
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［作品解1｛兎］
1修復処置］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ウィ＿ン美術史美術館名II“11展一ルネサンスからバロックへ一1カタ
寄贈ダビスリー作品《庭園婦女之図》修復処置　　　　　　　　　　　　ロ久マンテーニャに房、デューラー、ソラーリオ、ティツィアーノ、ボルド
オーギュスト・ロダン作《アダム》と《エヴァ》免震化1二邪　　　　　　　　　一ネ、ティントレット、バッサーノの作品を解説、東京藝術大学ノぐ1ζ：美
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そボf負官、2002イド
1調査1
ビストルフィ彫刻修復と調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［展覧会］
タヒスリー－7作品の調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドレスデン版画．素描館所蔵「ドイツ・ロマンii義の素描1展の準備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2003年度開催予定）
執筆1
弓也獄の門》修復ならびに免震化工事報告書の準備　　　　　　　　　　　［学会］
武蔵野遼術大学通信課程教科書「｛1多復と保存」担当　　　　　　　　　　　版llhl素描学．芸員国際会議参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　International　Advisory　Committee　of　Keepers（，f　F）しlb【ic　Collecti（）ns
lplHj文1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0f　Graphic　Art，　XVIIth　Convention　at　Rotterdam　au］（1　Antwerp、
1保イ∫・1搬部F’・1のぞ紫割」2002年度紀要　　　　　　　June　2th　“　6th・　2002
1〔〕
高橋1リ」山、／Akiya　1’AKAHASHI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l11iliIE之／Masayuki　TANAKA
l展覧会企画・橘〕」矧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1拷二ll劉
「織りだされた絵11hi：［icl、k西洋）隻術館所蔵17－18111：紀タピスリー」展、　　　　11111：界）隻術館の旅」（共著二）小学餅｛、2002年
2003イト3月1811－5J」2511
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他1
［？ll㍉1｝：1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1kl、ン：1几拝羊x三術・食ガ汗i三タト｛i万究員（2002年6月より）
］1織りだされた絵画：国、ン：西1羊）こ術館17－18111：糸己タピスリー1展カタロ　　　　『マティス展』（仮称）のための調査（2004年開｛1｝if定）
グ（編集・共茗：）国、°ノ：1噸洋庭術館、20（）iyi：・
lll舷1　　　　　　　　　　　　　　Hl邊幹之助／Miki。。、uk。　TANABE
llll禦謬製1竺縮萎繍〒蹴欝描凝罧灘詰1　［作品解説］
年、pp．313－44　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ウィーン寿術史k術館4ii　“n’i展』カタロ久東京藝術大学大学美術館、
「近lll：のタピスリー芸術一絵1由iと工芸のはざまで」『織りだされた絵　　　　2002年、pp．46，47，106－113，124
11ki』展カタロ久PP，10－15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『織りだされた絵画：国“臼1q洋）琳」：館所蔵17－181［ヒ紀タピスリー』展
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カタロ久2003年3月
［エッセイ、作品解言9色など］
新収作　　解、；兎「マリー．ガブリエ，レ．カペ［1761．1818］《自画像》（デ　［翻］
ッサンをする画家）」『国立西洋美術館年報』No．36，　PP．13－15　　　　　　カール・シュッツ「美術史Xl一術館絵画ギャラリーの歴史」「ウィーン美
新収作品解説「フランク・ブラングィン［1867－1956］《しけのII》」『国立　　　　術史美術館名品展』カタロ久東京藝術大肇大学美術館、2002年、
西洋美術館年報』No。36，　PP．16－17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PP・11－15
新収作品解説「寄：贈作品：旧松方コレクションのタピスリー群」「国立
酉洋美術館年報』No．36，　p．18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［展覧会報lii’］
「国、Z西洋美術館の［タピスリー展］を巡る覚書」「織りだされた絵ll剛　　　　「プラド〕E術館〃遊スペインil室コレクションの進と栄光」「国立西洋美
展カタvit7’1　pp・6璽9　　　　　　　　　　術館・1・｝k　lN。．36，2・・3／11　pp．19、　2・　　　一
［1顧発表講演など］　　　　　　　　’［噸づ邑表］
剛懲躍㍊繍山畿蟄懸1搬留　騨鋤華㍊1羅1諜轡をめぐる縄・
20日
［その他の活動］　　　　　　　　　　［展覧飴画］
籍ll総謝囎調査、ポール．ランソン作《ジギタリス》　1織繍繍糊ll灘llレネサンス版画による一」’国
1藷轍難購翻舗臨乍4月．2。。3年31D　［その他コ
沖縄県立芸術大学非’，f、動溝師（2003年2月）　　　　　　　　　　　　　東京藝術一大学非常勤1講師、2002年4月一7月
いわさきちひろ美術館運営委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　「中肚の全一i二展」（仮称、2004年度ド住塩建f定）のための準備
高梨光正／Mitsumasa　TAKANASHI　　　　　　　　　　　　塚田全彦／Masahiko　TSUKADA
［論文］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［保存修復事業］
「METAMORPHOSEON」『国立西洋美術館研究紀要』No．6、2002年　　　　貸出作品保存処置（温湿度データロガーの設置）
3JJ、PP．7－18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寄贈タピスリー作品《庭園如f女之図》修復処罹に伴う調査分析
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絵画作品修復処IW：に伴う透過X線写真撮影
［翻訳］
アン・マクタッガート、ピーター・マクタッガート「テンペラ技法と鍵盤楽　　　　［論文］
器装飾」『国玩西洋美術館研究紀要』No．7、2003年3月　　　　　　　　　「ピラネージ作版画の修復処潰と接着剤の分析」『iTl暖西洋美術館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究紀要』No．7、2003年3月、pp．49－66（共菩：坂本雅美／真貝哲夫／
［作品解説］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塚田全彦／河日公生）
「グイド・レー二《ルクレティア》」「国、tll西洋美術館年報』No．36、2003
年1月、PP．8－12　　　　　　　　　　　　［発表］
「織り出された絵Pl］i：国、ン：西洋）こ術館17－18世紀タピスリー』展カタロ　　　　「輸送中の美術lll‘1が受ける衝撃」全国美術館会議保存ワーキンググ
グ2003年、P．32、no．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ループ箏22回会合・石橋財団・2002｛卜10月511（共同発」乏：石井亨／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塚日1全彦）
［その他の活動］
「ヴ。チカン蜥館臓，・fイt彫刻展」（仮称）の、」，」飴1、・可（2。。4鱗　［棚：究］
開催ア定）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成14年度科学研究費（若手研究（B））「油糸会具の乾燥における脂
日本興業銀行および祉団法人糖業協会あ二贈、］H松方コレクションタ　　　　肪酸組成の変化に対する顔料の影響」
ピスリーの調査・研究
国、Z西洋美術館所蔵作品のネガフィルムのデータベース拡充、およ　　　　［調査・その他］
灘鷺灘艦灘禧蹴　黙纏羅　謙欝甑田全．
11
文化財保存修復学会誌編集委員　　　　　　　　　　　　　　　　　学文学部特別講義人文科学の現在：図書館サービスのフロンティ
東京農工大学非常勤講師（2002年8月一2003年3月）　　　　　　　　　　ア2003年2月6日
東北芸術工科大学特別講師（2002年7月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他の活動］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料コーナーの公開運用
寺島洋子／Yoko　TERASHIMA　　　　　　　　　　　　　　　デジタルギャラリー：超高精細画像検索表示システムの公開運川
［教育報活動］　　　　　　　鵬獣灘1灘懲舞舗灘購嫌ij（2。。2、r41j－7
「Fun　with　Collection’02手と心一モネ、ドニ、ロダン」企画・構成・　　　月＝集中講i義）
実施、2002年6月18日一9月1日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慶応義塾大学文学部非常勤講師（2002年9月一2003年3川
「大英博物館所蔵フランス素描展」「ウィンスロップ・コレクション」展　　　　国立民族学博物館情報システム運営委員会委員
ジュニア・パスポート（共同編集）
℃2年度インターン指導　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［受賞］
［・頭発表］　　　　　　　　魏蹴錨一トフォーラム賞（アート’ドキュメンテーショ凋ll考モ
「国立西洋美術館における教育普及インターン」東京大学文化資源
学研究会第1回研究会、2002年7月20日
［その他の活動］　　　　　　　　　　渡辺晋輔／Shi・・uk・WATANABE
2003年Fun　with　CoHectionの準備．調査　　　　　　　　　　　　　　　［展覧会の企画’構成］
全国美術館会議教育普及ワーキング・グループ第25回会合開催、　　　小企画展「版画作品展クリシェ・ヴェール（ガラス版画）一コローと
芦屋市立美術博物館、2002年12月3日、4日　　　　　　　　　　　　　　バルビゾン派の版画一」、国立西洋美術館、2002年9月14H－12J」8
全国美術館会議教育普及ワーキング・グループ第26回会合開催、　　　日
国立西洋美術館、2003年3月19日、20日
「博物館の機能及びその効果的な運営の在り方に関する実証的研　　　　［著書］
雛灘欝蟹縢囎黙漿鐸お響櫻鰐　r西洋版画の見かた』・［司颯灘館、2・・3年
ップ・プログラムの調査」（2002年12月61］－14口）を実施　　　　　　　　　　　　　　　　．
橋大学大学院言語社会研究科非常勤講i師（2002年10月一2003　　　［エッセイ’作品解説など］
年3月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ベラスケス作フェリペ4世」『読売新聞（東京版・朝刊）』、2002年5月
東京大学人文社会系研究科併任助教授（2002年4月一9月）　　　　　　　28日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ティントレット作胸をはだける婦人」『読売新聞（東京版・朝刊）』、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2002年5月29日
波多野宏之／Hi・・y・ki　HATAN・　　　　　覇畜言ス作エウ゜ぺの略奪」『読売新聞（東京版゜朝刊）」・2°°2
［情報資料活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「エル・グレコ作洗礼者ヨハネと福音書記者ヨハネ」『読売新聞（東京
研究資料センターの公開馴」　　　　　騨森1）晶灘器1勅版．朝刊）』、2。。2年6月1。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「木版画とトランプ」『ゼフユロス』No．12、2002年8月［著‘、号・］
『デジタル技術とミュージアム』（編著）、勉誠出版、2002年5月、152p．　　　［講演］
矯繍情報学用辮麟21仮』・丸善・2°°2年8月・273P・（項目執　先生のための鑑賞プ・グラム「プラ関サ鰻概要説明、2・・2・1・4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月13日
［論文］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スライドトーク「プラド美術館展」・2002年5月10LI
「ICONCLASSとULAN一画像分類とアーティスト名コントロール・シス　　　　［その他の活動］
灘撚灘灘三灘蕪雛鴇｛騨灘離研一一1－－D
220）11」：錆表）
「国、ltl西洋美術館における西洋美術研究支援アプリケーションツー
ルの評価一画像分類、作家名ユニオンリストを応用した科研システ
ムを中心に一」同上、pp．91－96（情報処理学会研究報告VoL97，
No．48人文科学とコンピュータ34－1、pp31－36の再録）
「「パリのアート・ライブラリー』の試み」（テキストおよびCD－ROMファイ
ル）『国立民族学博物館調査報告』35、2003年2月、pp．57－63、付：CD－
ROM　1枚
［口頭発表・講演など］
「座談会市民社会とアート・ドキュメンテーション活動」、第13回（2002
年度）アート・ドキュメンテーション研究会年次大会、2002年6月8日
「デジタル技術とミュージアム」、中央区教育会図画工作部研究授業
「目で・あ1・アートーデジタル機器を使い、造形表現を楽しむ一」
講演、2002年10月17日
「アート・ドキュメンテーションー図書館と美術館を結ぶ一」、千葉大
12
